
「考える人」のいろいろな部分 

（材料は水粘土） 

  

 

 

   

 

 

 

    

 

 

  

  

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年度 実技室プログラム 

●お申込み・お問合せ先● 

下記のいずれかの方法でお申し込みください。 

定員を超えた場合は抽選となります。 
 

●FAX ●郵送  
●実技室ポストに投函 ●WEBから申込む 

静岡県立美術館 HPアドレス：https://spmoa.shizuoka.shizuoka.jp 

静岡県立美術館 学芸課 実技室 〒422-8002静岡市駿河区谷田 53-2 TEL:054-263-5857 FAX:054-263-5742 

※共催 静岡県立美術館友の会 

 

WEB申込みはこちら 

創作週間スペシャル 

①１０：００～１２：１５ 小学生から中学生 

②13：45～16：00 一般（高校生以上） 

場 所  静岡県立美術館・実技室  
定 員  各回１２名  
材料費 ７00円程度 
観覧料 収蔵品展・ロダン館： 一般 ５００円 

大学生以下・70歳以上 無料 
       ※ワークショップ中に、当館職員の解説により、ロダン館で《考える

人》を鑑賞します。①の付添いの保護者の方、②でご参加の一般の
方は、別途、上記観覧料が必要になります。 

持ち物 ねんど板 A5～A4サイズ程度（プラスチック製のもので構いません） 
作品持ち帰り袋（ねんど板が水平に入る底マチの広い袋） 
※エプロンや作業着等、汚れても良い服装でお越しください。 

 

ブロンズ粘土（銅のような見た目をした、ツヤを出せる粘土）で、「考える人」をつくるワーク

ショップです。初めにロダンの《考える人》を鑑賞し、レプリカを見ながら作ります。ポーズや

体つきを観察し、自分の「考える人」を完成させて、家に持ち帰りましょう。 

 

①にご参加の場合、ご注意ください。 
＊小学校3年生以下は保護者と一緒に参加してください。 

＊小学校4年生から 6年生も、できましたら保護者同伴でお願いします。 

＊小学校4年生以上で保護者同伴でない場合は、緊急時に保護者の方と連絡

がとれるよう、携帯電話の持参や連絡先の控えを忘れずにお願いします。 

ブロンズ粘土で作った 
「考える人」試作品 

申込受付期間： 4／13（月）～4／25（土）必着 
抽選結果： 5／1（金）以降、メールまたはお電話にて 

抽選結果を順次お知らせいたします。 
 

※上記受付期間内にお申込みが定員に満たなかった場合は、以後、先着順にて
受付いたします。 

 

講師 ： 岡崎あさ乃 

立体造形作家。武蔵野美術大学彫刻学科卒。当館実技室講師として、昨年度に続き、このワークショ

ップを担当するほか、「大井川芸術創生譚
そうせいたん

」での「形狩りの衆（代表/山本直）」の一員として活動。 

 

 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

          お申込み用紙 ５月１０日(日) 

お名前
フリガナ

 （小・中・高・大） 年生・一般・70歳以上 

連絡のつきやすい時間帯 TEL ― ― 時頃 

※定員を超えた場合は抽選となります。※ご記入いただいた個人情報は、イベントに関する連絡以外には使用いたしません。 

代表者メールアドレス 
＠ 

創作週間スペシャル

 

  

  

 

ご参加の回 
（どちらかに○をつけてください） 

 ①１０：００～１２：１５ 

小・中学生 

②１３：４５～１６：００ 

一般（高校生以上） 

保護者付添いの場合その氏名（                  ） 


